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１． 研究計画の概要 

本研究プロジェクトの目的は、日本型看護
職者キャリア・ディベロップメント支援シス
テムの拡大・洗練の一環として、病院の中途
採用看護師の教育ニード、学習ニードを把握
するための測定用具を開発し、中途採用看護
師の現状に合致した教育プログラムモデル
を作成し、その有効性を検証する。また、こ
のことを通し、中途採用看護師への教育の充
実を通し、病院に再就職した看護師や潜在看
護師の発達を支援することである。この目的
達成に向け、次の目標を設定した。 

【目標１】 

病院に就業する中途採用看護師の教育ニ
ード・学習ニードの解明を目的とした質的帰
納研究を実施し、測定用具開発の基盤となる
成果を産出する。 

【目標２】 

目標１の成果に基づき教育ニードアセス
メントツール―中途採用看護師用―、学習ニ
ードアセスメントツール―中途採用看護師
用―を開発する。 

【目標３】 

開発したアセスメントツールを活用した
教育ニード・学習ニードの測定結果等を基に
中途採用看護師を対象とした教育プログラ
ムモデルを開発し、日本型看護職者キャリ
ア・ディベロップメント支援システムに組み
込み、その有効性を検証する。 

 

２．研究の進捗状況 

■平成 20 年度 
 平成 20 年度は、目的１の達成に向け、全
国の 250 病院に調査協力を依頼し、承諾のあ
った 53施設に 322 名分の質問紙を郵送した。
その結果、127 名より質問紙の返送があった。

収集したデータ数が予定の半数以下となっ
た。 
■平成 21 年度 

平成 21 年度は、前回の調査より範囲を拡
大し、追加調査を実施した。また、追加調査
分のデータを加え、学習ニードの解明に向け、
記述データの分析を実施した。 
■平成 22 年度 
平成 22 年度は、学習ニードの解明結果を

学会発表の準備を終了し、原著論文の作成に
着手した。これと並行し、教育ニードの解明
に向け、記述データの分析を実施した。 

 

３．現在までの達成度 

平成 22 年度までに、目標１はほぼ達成で
きた。 

現在、目標２及び目標３の達成に向けた計
画を具体化している段階にある。目標１の調
査の際、対象者の探索が困難を極め、計画の
遅れを招いている。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 目標２に伴う調査の際にも、目標１に伴う
調査と同様の問題が生じる可能性がある。調
査依頼の範囲や方法を十分検討し、効率的・
効果的なデータ収集を行う必要がある。また、
目標３に必要な計画を並進しながら、目標２
の調査を実施する必要がある。 
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